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	「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」の開催
	１　目的
	２０２０年代の世界最高水準のＩＣＴ社会の実現のためには、世界最高レベルの通信インフラの整備が必要です。そのためには料金低廉化・サービス多様化のための競争環境の整備のみならず、それと車の両輪をなす安心・安全な利用環境の観点からも、直面する課題への対応とともに、２０２０年代を見据えた検討が必要です。
	　このような観点から、消費者保護ルールの充実等直面する課題への対応を中心に、中長期的な制度的対応も要すると見込まれる課題への対応について検討することを目的として、「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」を開催します。
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